
対
照
に
よ
っ
て
絵
に
変
化
を
与
え
趣

を
見
せ
て
い
る

http://www.koto-higashi-h.or.jp/☎03-3684-2303

平成 年⑨月①日発行 第 号

三
世
佐
野
川
市
松
の
祇
園
町
の

白はく
人じん
お
な
よ
と
市
川
富
右
衛
門
の

蟹
坂
藤
馬

写
楽
は
、
第
一
期
作
品
中
で
半
身
二
人
立

ち
の
絵
を
五
図
描
い
て
る
。
こ
れ
は
そ
の
内

の
一
図
で
、「
花
菖
蒲
文
禄
曾
我
」の
狂
言
に

登
場
す
る
二
人
で
あ
る
。
こ
の
絵
に
あ
っ
て

は
、
佐
野
川
市
松
の
痩
せ
た
顔
と
市
川
富
右

衛
門
の
太
っ
た
顔
、
市
松
の
上
り
眉
と
富
右

衛
門
の
下
り
眉
、
市
松
の
お
さ
形
の
眼
と
富

右
衛
門
の
丸
い
目
、
と
い
っ
た
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の

。
こ
の
絵
は
無
造
作
に
二
つ

の
肖
像
を
よ
せ
集
め
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る

が
、
前
述
の
い
く
つ
か
の
対
比
に
よ
っ
て
巧

み
に
連
絡
を
み
せ
て
い
る
。

（
解
説

吉
田
暎
二
氏

抜
粋
）

東
洲
斉
写
楽

山田 晃氏所蔵
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会員募集中! あなたのお口添えを」

新
秋
の
み
ぎ
り
、
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
去
る
7
月
10

日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
江
東
東
税

務
署
長
を
最
後
に
退
官
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
年
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
在
任
中
は
佐
野
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
か
ら

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
署
長

と
し
て
の
職
責
を
無
事
果
た
す
こ

前
署
長

長
岡

秀
博

と
が
で
き
ま
し
た
。
誌
上
を
お
借

り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。伝

統
あ
る
貴
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
長
年
「
納
税
道
義
の
高
揚

と
税
知
識
の
普
及
」
に
努
め
ら
れ
、

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」、「
租
税
教

室
」
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
や
、

各
種
説
明
会
、
講
演
会
の
開
催
な

ど
、
公
益
法
人
制
度
改
革
を
見
据

え
て
、
活
発
な
事
業
活
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会
活

動
を
通
じ
、
皆
様
と
出
会
え
た
こ

と
は
、
私
の
長
い
職
場
経
験
の
中

で
も
格
別
の
慶
び
で
あ
り
、
忘
れ

え
ぬ
一
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
税
務
行
政
に
対
し

ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
江
東

東
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に

事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

仙
台
国
税
局
酒
類
業
調
整
官
に
配

置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
、
法
人
会
の
皆
様

と
は
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
楽
し

く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
佐
野
会
長
は
じ
め
役
員

の
皆
様
に
は
、
ｅ
｜
Ｔ
ａ
ｘ
の
推

進
等
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

今
後
は
仙
台
局
で
の
勤
務
と
な

り
ま
す
が
、
皆
様
の
会
活
動
で
み

ち
の
く
の
郷
を
ご
利
用
の
際
は
、

ぜ
ひ
橋
渡
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
江
東
東
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

荒
川
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

統
括
官
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し

た
。二

年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

法
人
会
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
に
支
え
ら
れ
無
事
職
責
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
研
修
会
等
で
の
講
演
や

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」の
社
会
貢
献

活
動
な
ど
、
大
変
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

江
東
東
法
人
会
の
益
々
の
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
別
れ
に
当
た
っ
て前

副
署
長

齋
藤

裕

退
任
の
ご
挨
拶

去
る
7
月
10
日
付
で
税
務
署
の

定
期
異
動
が
あ
っ
た
。

署
長
に
は
、
東
京
国
税
局
課
税

第
二
部
酒
税
統
括
官
か
ら
山
田
孝

治
氏
、
法
人
担
当
副
署
長
に
は
大

阪
国
税
局
法
人
課
税
課
か
ら
舩
冨

康
次
氏
、
総
務
課
長
に
は
千
葉
東

署
納
税
者
支
援
調
整
官
か
ら
小
山

成
一
氏
、
法
人
課
税
第
一
部
門
統

括
官
に
は
東
金
署
法
人
課
税
第
一

部
門
統
括
官
か
ら
松
ヶ
谷
隆
氏
、

審
理
官
に
は
東
京
国
税
局
会
計
課

か
ら
山
崎
雅
子
氏
が
着
任
さ
れ
た
。

齋
藤
法
人
担
当
副
署
長
は
、
仙

台
国
税
局
酒
類
業
調
整
官
へ
、
尾

高
総
務
課
長
は
麻
布
署
特
別
国
税

調
査
官
、
佐
々
木
法
人
課
税
第
一

統
括
官
は
荒
川
署
、
林
法
人
課
税

第
二
統
括
官
は
新
宿
署
、
青
柳
法

人
課
税
第
五
統
括
官
は
本
所
署
、

和
久
審
理
官
は
神
田
署
に
転
勤
さ

れ
た
。

山田署長

江
東
東
税
務
署
定
期
異
動

新
署
長
に
山
田
孝
治
氏

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
法
人
課
税
第
一
統
括
官

佐
々
木

真
吾
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江東東税務署新旧幹部職員名 平成20年７月10日現在

新 任 者 前 任 者

職 名

氏 名 旧所属・官職 氏 名 新所属・官職（留任)

署 長 山 田 孝 治 局 課税二部 酒税統括官 長 岡 秀 博 退 職

総 務 担 当 湯 本 幸 治 留 任
副
署
長

法 人 担 当 舩 冨 康 次 大阪局 法人課税課補佐 齋 藤 裕 仙台局

特 別 調 査 官
(法 人 担 当)

石 井 義 高 芝 法人 特別調査官 槇 田 俊 裕 退 職

総 務 課 長 小 山 成 一 千葉東 納税者支援調整官 尾 髙 康 夫 麻布 法人 特別調査官

管 理 統 括 官 横 川 幸 司 国税庁 織 田 智 之 船橋 個人５ 統括官

徴 収 統 括 官 上 野 秀 樹 局 徴収特官 徴収官 杉 本 正 樹 木更津 管徴２ 統括官

１ 部 門 島 田 芳 幸 留 任

２ 部 門 北 岡 司 朗 留 任個
人
統
括
官 ３ 部 門 沼 田 潤太郎 留 任

４ 部 門 川 縁 博 留 任

資 産 統 括 官 浅 野 裕 留 任

１ 部 門 松ケ谷 隆 東金 法人１ 統括官 佐々木 真 吾 荒川 法人１ 統括官

２ 部 門 田 中 隆 成田 法人 連調官 林 富美男 新宿 国際専官（源泉）
法
人
統
括
官

３ 部 門 上 田 良 次 留 任

４ 部 門 根 本 正 敏 留 任

５ 部 門 野 坂 誠 史 東京上野 法人９ 統括官 青 柳 和 美 本所 法人

法人連絡調整官 小笠原 欣 也 留 任

総 務 課 長 補 佐 巣 内 繁 行 留 任

法 人 審 理 上 席 上 園 義 久 留 任

法 人 審 理 官 山 崎 雅 子 局 総務部 主任 和 久 昭 彦 神田 法人



今
年
も
税
務
署
の
人
事
異
動
が

あ
り
、
署
長
に
山
田
孝
治
氏
、
法

人
担
当
副
署
長
に
舩
冨
康
次
氏
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
広
報
委
員
会
で
は
、
例

年
ど
お
り
山
田
署
長
、
舩
冨
副
署

長
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
誌

上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
ま
し
た
。

Ｑ

山
田
署
長
さ
ん
、
舩
冨
副
署

長
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は

江
東
東
法
人
会
会
員
の
た
め
に
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
二
人
の
出

身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

署
長

北
海
道
の
ほ
ぼ
真

ん
中
に
位
置
す
る
、「
歌うた
志し

内ない
市
」
と
い
う
日
本
一
人

口
の
少
な
い
「
市
」
の
出
身

で
す
。
昭
和
23
年
当
時
は
人
口

が
4
万
6
千
人
程
い
ま
し
た
が
、

相
次
ぐ
炭
鉱
の
閉
山
に
よ
り
、
今

で
は
人
口
が
5
千
人
を
切
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

副
署
長

大
阪
府
高
石
市
」の
出

身
で
す
。
高
石
市
は
堺
市
の
南
隣

に
あ
る
、
人
口
約
6
万
人
の
小
さ

な
町
で
す
。
現
在
の
私
の
住
所
地

は
高
石
市
高たか
師しの
浜はま
と
い
う
所
で
、

昔
は
白
砂
青
松
の
海
水
浴
場
と
し

て
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今

は
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
大
企
業
の

工
場
が
立
ち
並
ぶ
臨
海
工
業
地
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
は
こ
ち

ら
に
住
ん
で
お
り
、
現
在
単
身
赴

任
中
で
す
。

Ｑ

と
こ
ろ
で
お
二
人
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
税
務

の
職
場
に
入
ら
れ
た
の
で
す
か
。

署
長

出
身
高
校
が
商
業
科
で
し

た
の
で
、
簿
記
・
そ
ろ
ば
ん
が
出

来
る
と
有
利
な
税
務
職
の
試
験
を

受
け
ま
し
た
。

副
署
長

亡
父
が
税
理
士
事
務
所

を
開
業
し
て
お
り
、
私
自
身
も
学

生
時
代
か
ら
税
務
の
職
場
に
入
る

こ
と
を
志
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

今
ま
で
の
経
歴
を
簡
単
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

署
長

昭
和
45
年
4
月
に
税
務
職

員
を
養
成
す
る
税
務
大
学
校
札
幌

研
修
所
に
入
り
、
翌
年
の
横
浜
中

署
間
税
課
を
皮
切
り
に
税
務
署
勤

務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
56
年
か
ら
国
税
庁
酒
税

課
に
勤
務
し
、
東
京
国
税
局
や
沖

縄
国
税
事
務
所
を
経
て
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
国
税
庁
と
国
税

局
で
の
勤
務
が
長
く
、
通
算
で
21

年
に
な
り
ま
し
た
。

副
署
長

昭
和
58
年
の
住
吉
税
務

署
を
振
り
出
し
に
和
歌
山
税
務
署

を
経
て
、
平
成
2
年
に
大
阪
国
税

局
の
法
人
税
課
（
当
時
）
に
入
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
4
年
か

ら
12
年
ま
で
国
税
庁
の
法
人
課
税

課
で
勤
務
し
、
平
成
12
年
7
月
に

大
阪
に
戻
り
ま
し
た
。
職
場
に
入

っ
て
25
年
間
の
う
ち
、
通
算
16
年

を
国
税
庁
と
大
阪
国
税
局
の
法
人

課
税
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
お
聞
き
し
た
と
お
り
、
お

仕
事
で
は
お
二
方
と
も
色
々
な
経

験
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

披
露
し
て
く
だ
さ
い
。

署
長

国
税
庁
酒
税
課
企
画
専
門

官
時
代
の
平
成
7
年
1
月
17
日
に

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
が
発
生

し
、
日
本
酒
の
主
産
地
で
あ
る
兵

庫
県
の
灘
地
区
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
こ
と

か
ら
、
被
害
状
況
確
認
の
た
め
2

月
5
日
に
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
、

日
本
酒
の
蔵
元
を
激
励
し
て
歩
い

た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
、
出
身
地
が
北
海
道
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
16
年
7
月
か
ら

2
年
間
の
沖
縄
国
税
事
務
所
勤
務

で
の
単
身
赴
任
を
経
験
し
た
こ
と

も
良
い
思
い
出
で
す
。

副
署
長

や
は
り
国
税
庁
法
人
課

税
課
で
の
勤
務
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
法
人
課
税
課
で
は
主
に

源
泉
所
得
税
の
審
理
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
司
や
同

僚
と
時
間
を
忘
れ
て
議
論
し
な
が

ら
、
税
制
改
正
の
内
容
を
分
か
り

や
す
く
納
税
者
や
職
員
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の
法
令
解
釈
通
達

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
た

こ
と
が
良
い
思
い
出
で
す
。

Ｑ

座
右
の
銘
や
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

署
長

警
察
の
言
葉
で
す
が
、「
鋭

敏
な
感
覚
」「
的
確
な
判
断
」「
迅
速

な
行
動
」
を
座
右
の
銘
に
し
て
い

ま
す
。
他
に
は
、
山
本
五
十
六
氏
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が
言
わ
れ
た
、「
男
の
修
行
」「
苦
し

い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

云
い
た

い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

不
満
な

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

腹
の
立
つ

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

泣
き
た
い

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

こ
れ
を
じ

っ
と
こ
ら
え
て
ゆ
く
の
が

男
の

修
行
で
あ
る
」
と
い
う
の
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

副
署
長

仕
事
に
誇
り
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。
自
分
が
組
織
に

貢
献
し
、組
織
が
活
性
化
す
る（
良

く
な
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
誇
り
は

生
み
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
何
事
に
も
誠
実
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
趣
味

の
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
は
ど
の
よ
う
な
趣
味
や
特

技
を
お
持
ち
で
す
か
。

署
長

娘
が
２
人
い
ま
す
が
、
孫

が
ま
だ
い
な
い
の
で
、
一
昨
年
か

ら
白
文
鳥（
雌
、「
の
ん
た
ん
」）を

飼
っ
て
孫
以
上
に
可
愛
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、

近
く
に
京
成
バ
ラ
園
が
あ
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
木
を
庭
に
植
え
て
い

ま
す
。
あ
と
釣
り
（
船
釣
り
）
は
、

年
に
2
〜
3
回
義
理
の
息
子
と
千

葉
県
の
大
原
に
出
か
け
ま
す
。
道

具
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、

波
が
2
ｍ
以
上
あ
る
と
船
酔
い
を

す
る
の
が
難
点
で
す
。

副
署
長

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
街
歩

き
）
と
Ｂ
級
グ
ル
メ
、
読
書
で
す
。

単
身
赴
任
中
な
の
で
、
土
日
は
都

バ
ス
や
地
下
鉄
の
一
日
乗
車
券
を

買
っ
て
い
ろ
ん
な
場
所
を
訪
ね
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

で
勤
務
し
て
い
た
頃
は
通
勤
電
車

の
中
で
本
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
、

一
週
間
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
読

ん
で
い
ま
し
た
。

Ｑ

健
康
管
理
の
た
め
に
、

何
か
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

署
長

少
々
メ
タ
ボ
が
気

に
な
る
の
で
、
毎
週
土
日

に
八
千
代
市
の
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
、
ジ
ム
で
1

時
間
く
ら
い
汗
を
流
し
た
後
、
プ

ー
ル
で
1
時
間
ほ
ど
歩
い
て
い
ま

す
。
3
ヶ
月
で
体
重
が
4
キ
ロ
、

体
脂
肪
が
3
％
減
少
し
ま
し
た
。

副
署
長

よ
く
歩
く
こ
と
、
野
菜

を
多
く
採
る
こ
と
、
休
肝
日
を
作

る
こ
と
の
三
つ
を
心
が
け
て
い
ま

す
。（
と
言
っ
て
も
こ
の
夏
の
暑
さ

で
つ
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
し
ま
い

実
行
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
）

Ｑ

署
長
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の

話
が
出
ま
し
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

の
話
を
お
聞
き
し
ま
す
が
、
好
き

な
選
手
や
球
団
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

署
長

現
在
、
好
き
な
球
団
等
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
永
遠
に
長
嶋
茂

雄
選
手
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

副
署
長

前
身
が
南
海
ホ
ー
ク
ス

で
あ
る
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

江
東
東
税
務
署
に
着
任
さ
れ

て
間
も
な
い
で
す
が
、
江
東
区
の

印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

署
長

東
京
の
下
町
と
い
う
の
が

一
番
の
印
象
で
す
。
昭
和
62
年
か

ら
平
成
10
年
ま
で
荒
川
を
挟
ん
で

隣
の
江
戸
川
区
臨
海
町
に
住
ん
で

い
ま
し
た
の
で
、
初
詣
は
深
川
不

動
尊
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

副
署
長

国
税
庁
に
勤
務
し
て
い

た
当
時
、
お
隣
の
中
央
区
に
住
ん

で
い
ま
し
た
の
で
、
江
東
区
は
思

い
出
の
多
い
場
所
で
す
。
人
情
味

の
厚
い
、
下
町
独
特
の
雰
囲
気
が

大
好
き
で
今
回
江
東
東
署
に
勤
務

と
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
法
人
会
活
動
に
つ
い

て
何
か
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

署
長

今
回
の
異
動
後
、
江
東
東

法
人
会
の
役
員
の
皆
様
方
と
い
ろ

い
ろ
な
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
、
皆

さ
ん
の
税
に
対
す
る
理
解
度
が
高

く
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
署
長
と
し

て
大
変
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

春
と
秋
の
2
回
開
催
さ
れ
る
「
ま

ち
を
き
れ
い
に
」
の
清
掃
活
動
が

す
で
に
20
回
を
超
え
る
こ
と
を
聞

き
、
地
道
な
活
動
を
長
年
や
っ
て

お
ら
れ
、
大
変
立
派
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
青
年
部
会
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
租
税

教
室
」
は
、
税
務
署
の
異
動
時
期

の
7
月
14
日
に
開
催
し
た
と
お
聞

き
し
て
、
こ
の
暑
い
時
期
に
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
感
銘

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

税
務
署
が
行
っ
て
い
る
税
務
行

政
は
、
税
に
対
す
る
正
し
い
理
解

者
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
円
滑

な
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
江
東
東

法
人
会
は
役
員
の
皆
様
は
じ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
会
員
の
皆
様
方
が

税
の
良
き
理
解
者
で
あ
る
と
と
も

に
厳
し
い
目
で
税
務
行
政
を
見
て

お
ら
れ
る
と
前
任
者
か
ら
聞
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の

ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
正
し
い

税
務
行
政
を
執
行
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
署
長

若
い
頃
か
ら
税
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
税

を
正
し
く
理
解
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
青
年

部
会
が
中
心
と
な
っ
て
租
税
教
育

に
力
を
注
い
で
い
る
と
い
う
こ
と

を
お
聞
き
し
て
、
と
て
も
有
難
く

思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会

山
田
署
長
さ
ん
、

舩
冨
副
署
長
さ
ん
、
本
日
は
お
忙

し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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私
ど
も
中
小
企
業
に

と
り
ま
し
て
は
、
原
材

料
の
値
上
げ
な
ど
に
よ

り
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
創
意
工
夫
を
も
っ

て
ご
事
業
の
運
営
に
邁

進
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
当
会
で
は
本

年
も
9
月
か
ら
12
月
ま

で
の
4
ヶ
月
を
会
員
増

強
特
別
月
間
と
し
て
、

本
部
・
支
部
が
一
丸
と

な
り
組
織
を
あ
げ
て
会

員
増
強
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
法

人
会
が
会
員
増
強
を
行
う
の
か
と

申
し
ま
す
と
、「
数
は
力
な
り
」と

い
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
会
員
数
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
法
人
会
の
意

見
は
尊
重
さ
れ
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、
税
制
改
正
に
対
す
る

要
望
意
見
を
は
じ
め
経
営
者
と
し

て
の
意
見
も
、
会
員
数
が
多
け
れ

ば
そ
の
実
現
が
容
易
と
な
る
わ
け

で
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
こ
の
点
を

充
分
に
ご
理
解
の
う
え
、
お
知
り

合
い
の
経
営
者
で
法
人
会
に
ご
加

入
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
法

人
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
一
声
か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、

こ
の
活
動
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
暑
い
日
が
続

い
て
い
る
今
、

原
稿
を
書
い
て

い
ま
す
。
そ
こ

で
季
節
を
遡
り
、

今
春
発
見
し
た
散
歩
コ
ー
ス
に
つ

い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
亀
戸
か
ら
京
葉
道
路
を
東
へ
向

か
う
と
江
戸
川
区
に
入
り
、
小
松

川
橋
に
出
ま
す
。
荒
川
は
渡
ら
ず

に
南
へ
下
る
と
土
手
沿
い
に
、
小

松
川
千
本
桜
と
言
っ
て
数
種
類
の

桜
が
、
歩
い
て
片
道
二
〇
分
程
の

距
離
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
若
い
木
が
多
い
の
で
迫
力
は
今

ひ
と
つ
で
す
が
、
3
月
上
旬
か
ら

咲
き
始
め
、
4
月
初
旬
に
満
開
。

▼
何
と
言
っ
て
も
、
枝
に
葉
も
付

い
て
な
い
木
々
が
連
な
る
寒
々
と

し
た
風
景
か
ら
、
桜
の
蕾
が
日
々

膨
ら
ん
で
ほ
こ
ろ
び
、
満
開
に
な

っ
た
と
思
っ
た
ら
雨
に
散
っ
て
桜

色
の
絨
毯
と
な
り
、
や
が
て
葉
が

生
い
茂
っ
て
緑
を
深
め
る
ま
で
の

変
化
を
、
毎
朝
の
通
勤
途
中
に
見

る
事
が
で
き
て
、
楽
し
い
気
分
で

日
々
を
過
ご
せ
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

▼
皆
様
の
素
敵
な
散
歩
コ
ー
ス
は

ど
こ
で
す
か
？

北
）

▼
９

10

11

12
月
を
会
員
増
強
特
別
月
間
▲
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食
後
、
一
路

高
山
ま
で
バ

ス
を
進
め
、

初
日
の
見
学

先
で
あ
る

「
屋
台
会
館
」

と
「
高
山
陣

屋
」
を
見
学

し
た
。

こ
の
う
ち

印
象
的
で
あ

っ
た
の
は

女
性
部
会
の
一
泊
研
修
会
が
6

月
22
日
〜
23
日
に
わ
た
り
、
25
名

が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
先
は
飛
騨
高
山
で
、

法
人
会
館
を
午
前
8
時
に
貸
し
切

り
バ
ス
で
出
発
。
中
央
高
速
道
路

を
経
て
、
途
中
、
松
本
市
内
で
昼

「
屋
台
会
館
」で
、
高
山
祭
り
の
屋

台
（
山
車
）
が
展
示
さ
れ
、
飛
騨

の
匠
が
精
魂
込
め
て
製
作
し
た
屋

台
に
参
加
者
一
同
、
そ
の
見
事
な

色
彩
に
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

翌
日
は
、
ホ
テ
ル
出
発
前
に
参

ˆ
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�¬
�d

女
性
部
会
一
泊
研
修
会

加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
高
山
の
朝
市
を

自
由
散
策
し
、
朝
食
後
、「
飛
騨
の

里
」
と
「
ま
つ
り
の
森
」
を
見
学
。

特
に
「
飛
騨
の
里
」
は
、
古
い

民
家
の
集
落
で
、
合
掌
作
り
の

家
々
が
建
ち
並
び
、
家
の
中
に
入

る
と
当
時
の
生
活
用
具
な
ど
も
展

示
さ
れ
、
飛
騨

の
豪
雪
に
耐
え

て
き
た
人
々
の

苦
労
や
暮
ら
し

の
知
恵
を
偲
ば

せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

昼
食
後
、
一

路
東
京
へ
向
か

い
バ
ス
の
中
で

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
興
じ
る
な
ど

し
て
午
後
7
時
に
法
人
会
館
に
到

着
し
解
散
と
な
っ
た
。

今
回
は
梅
雨
時
も
あ
っ
て
、
旅

程
の
中
で
一
時
的
に
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
参
加

者
の
協
力
に
よ
り
、
事
故
の
な
い

楽
し
い
研
修
会
と
な
っ
た
。

合掌作りの家を背景に


